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第５学年２組 道徳学習指導案
ち が い を 豊 か さ に

「大切なもののちがい」２－（４）寛容 （出典：ちがいを豊かさに 大月書店）

指導者 東広島市立三ツ城小学校 榎並 愛子
１ 道徳の時間の展開にあたって

本時のねらい
，「 」 ，○自分のものの見方や考え方を豊かにしたり関わりを拡げたりするために ちがい を認め

理解しようとする心情を育てる。
立って○異なった意見や立場に対して，なぜそのような意見や立場をとるのかを相手の立場に

考え，理解しようとする態度を育てる。

主題設定の理由
○私たちの間には，様々な「ちがい（差異 」 ○本時の道徳の学習をする意義を意識さ）
がある 「ちがい」そのものにはいいも悪い せるために。
もないが，人間の考え方や態度によっては ・事前に，心のノートの「よりそうこ
偏見や差別を生んでしまう。多くの人々と と，わかり合うことから」を読んで
よりよく生きていくためには，お互いの「ち おくよう助言する。
がい」を認め合い，理解し合おうと対話を
深めることが必要である。そうすることで， ○自分と友だちの大切なもののちがいを
一人一人のものの見方や考え方がより豊か 理解し合うために

，になり 「ちがい」を当たり前のこととして ・大切なものを書いたカードをもとに,
受け入れられると考える。私たちのものの 理由をしっかり聞き合いながら意見
見方や考え方次第で 「ちがい」は人間の豊 交流をするように助言する。，
かさにできることをしっかり自覚させ，相
手の立場に立って考える態度を育てたいと ○バングラディシュの子どもたちの立場
願い本主題を設定した。 に立って，大切なものは何かを考えら

○本資料は 「自分にとって大切なもの 「友 れるようにするために， 」
」 ， ，だちにとって大切なもの 「世界のいろんな ・日頃から 新聞やニュースを活用し

子どもたちにとって大切なもの」というよ 世界の子どもたちの生活の様子に関
うに，視野を少しずつ拡げていく構成にな 心をもつことができるようにしてお
っている。自分と友だちの大切なものの「ち く。
がい」を理解する過程では，対話の必要性 ・バングラディシュの子どもたちの生
を実感することができる。さらにバングラ 活の様子を理解させるために，写真
ディシュの子どもたちの大切なものを考え を提示し，説明を加える。
る過程では，相手の立場に ことの大切さ立つ
に気づくことができる。本資料に流れてい ○相手の立場に立ち，ちがいを理解しよ
る「ちがいを豊かさに」という考え方は， うとする気持ちを高めるために
今後，児童の人との関わり方に大きな影響 ・相手の立場に立って考えようとした
を与えると考える。 態度を評価する。

本時と総合的な学習の時間とのかかわり・子どもの姿
， 『 「 」』 ， ，児童は 総合的な学習の時間 世界新発見！ザ 米 において 各国の米づくりの様子や

米づくりをする人々の工夫や努力・願いなどについて調べた。この学習で大切なことは，国に
よって米づくりの方法は違っても，環境を生かし，工夫・努力を重ねて米づくりをする人々の
すばらしさは各国共通であることを理解することである。そのためには 「ちがい」を認め，，
相手の立場で米づくりや人々の生活を考えようとする心情や態度がどうしても必要である。
本学級では，自分の考えを発表しようと努力している児童が多い。しかし，友だちの発言を

聞いて，なぜそのように考えたのかを問い返すことは少なく，相手の立場を本当に理解しよう
とする態度はまだ十分に育っていない。また，目標がはっきりしていれば，お互いに協力し合

， ，「 」 ，「 」って頑張ろうとするのに 日常生活の中では あの子と自分は○○が違うから と ちがい
があることを知っただけで，そこから先の関わりをもとうとしない場面に出会うこともあり，
その都度どうすることがお互いのためにいいのかを話し合っているのが現状である。
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２ 関連構想図

内容項目に関わる 総合的な学習の時間 道徳の時間
児童の意識の流れ

世界新発見！ザ「米」
それぞれの国の環境を生かし

◎世界の人々の心をつなぐながら米づくりをしている人々
「あいさつ」について考え，の工夫や努力・願いを理解し，
実践意欲をもつための道徳日本と比べることで，共通点や
の時間相違点を見つけ 「米」を通し，

て異文化理解を図る。
「 」オーストラリアで学んだこと
４－（８）国際理解と親善
（出典：道徳５ 東京書籍）

JICAの方との交流
○あいさつは，住み心地のよ
い社会をつくり，お互いを
理解し合うための第一歩だ
ということに気づき，みん
な同じ地球に住んでいる仲
間として誰とでもあいさつ課題決定 学習計画立案･ 「調べてみよう！

を交わそうとする心情を育世界のいろいろな米づくり」

てる。

◎「ちがい」を相手の立場に課題追究「なるほど！世界のいろいろな
立って理解しようとする心米づくり」

情や態度を育てる道徳の時
間

「大切なもののちがい」
２－（４）寛容

（出典： ちがいを豊かさに」体験活動Ⅰ レッツ・トライ！稲刈り「 」 「
大月書店）

○自分のものの見方や考え
方を豊かにしたり関わり
を拡げたりするために，情報整理 資料作り･ 「まとめよう！世界のい

「ちがい」を認め，理解ろいろな米づくりのすばらしさ」

しようとする心情を育てる。
○異なった意見や立場に対
して，なぜそのような意
見や立場をとるのかを相
手の立場に 考え，立って
理解しようとする態度を開こう 「米」シンポジウム！
育てる。

◎日本の食文化の伝統を見直
し，大切に受け継いでいこ
うとする心情を育てる道徳
の時間

「正月料理」
４－（７）愛国心

（出典：道徳５ 東京書籍）
「 」体験活動Ⅱ 感謝・感激！餅つき大会

○日本の伝統や文化に対する
理解を深め，日本人として
の自覚と誇りをもって国を
愛する心情を育てる。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

しっかりあいさ

JICAつをして，

の人たちと仲良

くなるぞ。

日本の米づくりと，

どのような違いがある

のかな。どんなところ

が似ているのかな。

国によってずい

ぶん自然環境が

違うんだね。

人々の生活も日本

と違うところがた

くさんあるよ。

，日本の米づくりと比べて

違うところや同じところ

がいろいろあるね。

。調べたことを まとめよう

自分の国で食べる量

を生産できなくて，

輸入しなくてはいけ

。ない国もあるんだね

お世話になった方々をお招
きして餅つき大会をしよう。

米づくりの方法がそれぞ

れの国で違うのは，環境

や生活の様子が違うから

なんだね。

その国の環境を生かしながら，

工夫して米づくりをする人たち

はすばらしいね。

餅をきっかけに，日本の伝統

の食文化を見直してみたらい

いね。

いろいろな国のこ

とをたくさん知り

たいな。日本の

「米」のことも知

。ってもらいたいな

・各国の文化を学ぼう。
・日本の米文化を伝えよう。

各国の米づくりの知恵を追
究しよう。

留学生の方と稲刈
りをしよう。

・その国の米づくりの様子
や米づくりに携わる人々
の工夫や努力・願いなど

。について意見交流しよう
・ゲストティーチャーの話
を聞いて自分の考えを深
めよう。

米づくりがさかんな国々の
なかから調べる国を決め，学
習計画を立てよう。
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３ 授業の視点

少人数で話し合う活動を取り入れたり，資料を有効に活用したりすることで，相手の立場
に立って「ちがい」を理解しようとする心情や態度を育てる授業を提案します。

☆…評価の視点４ 学習過程

学習の流れ 教師のはたらきかけ

１ 自分や友だちが選んだ大切なものの ・十分に意見交流ができるように３～４人のグループ
気 「ちがい」について意見交流をする。 編成にする。

たせる・一人一人に大切なものを書いたカードを持
意見交流ができるようにする。づ ○グループごとに，一人一人が選んだ ことで，活発に

， ，大切なものについて，理由をしっか ・大切なものが同じでも 理由が違う場合があるので
く り聞き合いましょう。 理由をしっかり聞き合うように助言する。

○意見交流をしたことで，自分の考え
が深まったことを発表し合いましょ ・児童の発表をもとに 「ちがい」を理解するために，
う。 は，対話が必要であることに気づかせるよう助言す

る。・大切なものが同じでも，選んだ理由は～
が違っていたので，～と思いました。
・自分とは違うものを選んだ理由を聞いて
～と思いました。

２ 世界のいろいろな国の子どもたちが
，選んだ大切なものは何かについて考え

心 話し合う。

○世界のいろいろな国の子どもたちが ・教室掲示してある，世界のいろいろな子どもたちの
を 選んだ大切なものは同じでしょうか 生活の様子からも考えてみるように助言する。。

・どうしてそう考えたのか，理由をよく聞くようにす・世界には戦争をしている国もあるから～
る。が大切だと思う子どもたちがいると思い

ます。た

◎バングラディシュの子どもたちが選 ・バングラディシュの子どもたちの生活の様子を理解
が んだ，３つの大切なものは何かを考 させるために，写真資料を提示し，説明を加える。

えましょう。 ・選んだ理由をしっかり言わせることで，話し合いを
深めることができるようにする。

や

☆バングラディシュの子どもたちが選んだ大切なもの
は何かを，自分なりに真剣に理解しようとしているす
か。

【 】発表・話し合う時の態度

○バングラディシュの子どもたちが選 ・バングラディシュの子どもたちが選んだ大切なもの
んだ大切なものを知って，どう思い は何かを知らせる。
ましたか。 ・児童が考えた大切なものとのちがいを知ることで，

相手の立場に立つことは，考えているほど容易では・一生懸命考えたつもりだけど，まだ分か
ないことにも気づかせる。ってないことがたくさんあるんだなと思

いました。

３ 「大切なもののちがい」について学 ・本時の学習を振り返りながら 「ちがうから関係な，
高 習した感想を書く。 い」ではなく 「ちがうからこそ理解し合おうとす，

ることが大切」ということに気づくことができるよ
め うに助言し，本時の感想を書かせる。

☆相手の立場に立って理解しようとする心情が育ったる
。 【 】か 感想

 
  

 
生活のために学校へ行

けない子どもたちがた

くさんいるんだ。学校

に行きたいという願い

は強いだろうな。

路上で家族が死んでし

まうなんて…。こんな

悲しいことをなくすに

は病院が必要だよ。も

っと多くの人を助ける

ことができるよ。


